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「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
」
と
い
う
言
葉
で
思

い
浮
か
べ
る
の
は
何
だ
ろ
う
？
　
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
？
　
バ
ッ
ハ
？
　
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
？
　

ま
た
音
楽
に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
？

明
治
時
代
以
降
、
長
い
間
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
と
い
え
ば
、
ヘ
ン
デ
ル
や
大
バ
ッ

ハ
が
活
躍
し
た
バ
ロ
ッ
ク
後
期
と
呼
ば
れ

る
18
世
紀
初
め
か
ら
、
マ
ー
ラ
ー
や
ス
ト

ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
活
躍
し
た
20
世
紀
初

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
っ
て
何
？
」を

知
る
第
一
歩

頭
ま
で
の
音
楽
を
指
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。

確
か
に
、
そ
の
２
０
０
年
余
り
の
間
に
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
、
シ
ョ
パ
ン
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
、

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
、
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
…
…
な
ど
私
た
ち
が
音
楽
の
教

科
書
で
学
ん
だ
数
多
く
の
音
楽
家
が
活
躍

し
て
い
る
。

し
か
し
20
世
紀
の
後
半
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
の
捉
え
方
も
少
し
ず
つ
変
わ
り
始
め

た
。
私
た
ち
の
日
本
に
あ
る
能
・
狂
言
や

尺
八
音
楽
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
で
は
な
い

の
か
？
　

よ
う
や
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
の
音
楽

だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
大
き
な
範
囲
で
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
捉
え
て
い
こ
う
と
い
う

姿
勢
が
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
。

こ
の
序
章
で
は
、
そ
ん
な
流
れ
も
汲
み

な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
を
理
解
し
て
い
き
た
い
。

今
で
は
高
度
な
理
論
体
系
を
持
つ
こ
と

に
な
っ
た
音
楽
だ
が
、
古
代
に
は
や
は
り

呪
術
や
祭
祀
と
の
結
び
つ
き
が
強
か
っ
た

よ
う
だ
。
そ
の
後
、
時
代
が
進
む
に
つ
れ
、

音
楽
は
ど
ん
な
風
に
捉
え
ら
れ
て
い
っ
た

古
代
文
明
の
近
く
に
は
、独
自
の

音
楽
文
化
が
発
生
し
て
い
る

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
掴
む
ポ
イ
ン
ト

音
楽
の
起
源
や
世
界
各
地
の
古
代
の
音
楽
を

知
っ
て
、ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
理
解
し
よ
う



序章●音楽とは何か？
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の
か
？

ま
ず
、
音
楽
に
つ
い
て
の
哲
学
者
や
科

学
者
た
ち
の
諸
説
や
音
楽
の
起
源
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

そ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
ア
ジ
ア

や
ア
ラ
ビ
ア
、
イ
ン
ド
な
ど
の
古
代
の
音

楽
を
概
観
す
る
。
古
代
文
明
の
発
生
地
域

の
近
く
に
は
、
や
は
り
独
自
の
音
楽
文
化

が
育
ま
れ
て
い
た
。

近
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
音
楽
を
構

成
し
て
い
る
の
は
、
メ
ロ
デ
ィ
（
旋
律
）、

リ
ズ
ム
（
律
動
）、
ハ
ー
モ
ニ
ー
（
和
声
）

の
３
つ
の
基
本
要
素
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
後
ろ
に
は
、
多
く
の
緻
密
な
音
楽
理
論

が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
、

メ
ロ
デ
ィ
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
形
作
っ
て
い

く
「
音
」、
音
を
一
定
の
秩
序
に
基
づ
い

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
基
本
構
造

を
形
作
る
３
つ
の
要
素

て
並
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
「
音

階
」、
そ
し
て
リ
ズ
ム
を
形
作
る
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

子
ど
も
の
頃
、
音
楽
の
教
科
書
に
載
っ

て
い
た
、

な
ど
の
変
わ
っ
た
記
号
や
数

字
の
意
味
、
五
線
譜
の
読
み
方
の
基
本
に

つ
い
て
も
理
解
し
て
か
ら
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
を
眺
め
て
い
こ
う
。

�

近代ヨーロッパ音楽の基本3要素�

メロディ�
Melody�
（旋律）�

ハーモニー�
Harmony�
（和声）�

リズム�
Rhythm�
（律動）�



音
楽
と
は
何
だ
ろ
う
か
？
　
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
の
だ

ろ
う
か
？
　
こ
の
テ
ー
マ
は
、
今
ま
で
、
哲
学
者
を
初
め
、

科
学
者
、
経
済
学
者
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
学
者
た
ち
が
、

何
百
年
に
も
わ
た
っ
て
考
え
続
け
て
き
た
。

「
音
楽
は
、
異
性
を
求
め
、
誘
う
行
為
」
だ
と
言
っ
た
の
は
、

進
化
論
で
有
名
な
生
物
学
者
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
。

「
音
楽
は
共
同
作
業
を
容
易
に
す
る
た
め
の
手
段
」
と
言
っ

た
の
は
、『
労
働
と
リ
ズ
ム
』
を
著
し
た
ド
イ
ツ
の
経
済
学

者
の
カ
ー
ル
・
ビ
ュ
ッ
ヒ
ャ
ー
。
そ
し
て
、「
音
楽
は
話
し

言
葉
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、そ
れ
は
強
調
さ
れ
た
言
葉
だ
」

と
唱
え
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ

ー
や
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
な
ど
哲
学
者

た
ち
。
こ
の
最
後
の
説
は
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
な

ど
の
音
楽
家
を
初
め
多
く
の
人
た
ち
に
も
て
は
や
さ
れ
た
と

い
う
。

し
か
し
、
ど
の
説
も
間
違
い
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
音
楽

の
あ
る
１
つ
の
側
面
を
捉
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
音
楽
は
、

何
か
１
つ
の
根
源
か
ら
生
ま
れ
、
成
長
し
て
い
っ
た
も
の
で

は
な
い
。
も
っ
と
感
情
や
身
体
的
な
衝
動
、
情
緒
に
結
び
つ

い
て
い
て
、
そ
こ
に
は
呪
術
や
民
族
的
な
生
活
習
慣
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
影
響
を
与
え
て
い
る
。

原
始
の
時
代
か
ら
、
世
界
中
の
人
々
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

に
移
動
し
、
他
民
族
と
戦
っ
た
り
、
結
婚
し
た
り
し
な
が
ら
、

よ
り
良
い
生
活
を
求
め
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
自
分
た
ち
が

持
っ
て
い
る
も
の
よ
り
も
便
利
な
道
具
や
強
い
武
器
、
人
を

ま
と
め
る
良
い
方
法
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
必

音
楽
は
、
歌
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た

求
愛
の
手
段
？

強
調
さ
れ
た
言
葉
？
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身
体
的
衝
動
や
情
緒
に
結
び
つ
く
音
楽
は
、
人
間
の
欲
求

や
生
活
の
中
か
ら
自
然
に
生
ま
れ
て
き
た
。
ま
ず
、
歌
う

こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
、
や
が
て
楽
器
が
生
ま
れ
た
。

人
間
の
生
活
の
中
か
ら

自
然
に
生
ま
れ
て
き
た
音
楽

◆
音
楽
の
定
義



要
の
な
い
も
の
は
捨
て
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
中
で
も
、
自

分
た
ち
が
昔
か
ら
持
っ
て
い
た
歌
は
捨
て
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

有
名
な
『
音
楽
の
起
源
』
と
い
う
本
を
書
い
た
比
較
音
楽

学
者
の
ク
ル
ト
・
ザ
ッ
ク
ス
は
、
そ
れ
を
「
人
間
の
魂
と
動

作
衝
動
の
表
現
で
あ
る
歌
は
、
生
活
の
表
面
的
な
変
わ
り
易

さ
や
生
存
競
争
に
関
係
が
な
い
か
ら
」
と
語
っ
て
い
る
。
音

楽
は
、
人
類
の
進
化
の
中
で
も
い
ち
ば
ん
変
化
が
少
な
い
も

の
で
あ
り
、
今
で
も
、
世
界
中
の
民
族
の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ

固
有
の
歌
や
ダ
ン
ス
が
昔
か
ら
の
姿
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
歌
と
楽
器
、
ど
ち
ら
の
音
楽
が
先
に
生
ま
れ

た
の
だ
ろ
う
か
？
　

こ
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
簡
単
に
答
え
が
出
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
。

ま
ず
、
歌
う
こ
と
か
ら
音
楽
は
始
ま
っ
た
。
現
代
文
化
の

影
響
を
受
け
て
い
な
い
多
く
の
部
族
で
は
、
歌
は
あ
る
が
、

い
ま
だ
楽
器
を
持
っ
て
い
な
い
。
生
活
す
る
中
で
、
労
働
を

行
う
中
で
、
人
々
は
元
気
を
出
し
た
り
、
気
を
ま
ぎ
ら
わ
せ

た
り
す
る
た
め
に
、
自
然
に
歌
を
口
ず
さ
ん
だ
。
家
族
が
結

婚
し
た
り
、
死
ん
だ
時
、
喜
び
や
悲
し
み
を
表
す
た
め
に
歌

を
歌
っ
た
。
病
気
を
治
し
た
り
、
雨
を
乞
う
た
り
す
る
時
、

人
々
は
神
に
祈
り
な
が
ら
、
歌
を
歌
い
、
踊
っ
た
の
だ
。

そ
し
て
、
歌
か
ら
始
ま
っ
た
音
楽
は
、
や
が
て
よ
り
歌
を

盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
身
近
に
あ
っ
た
も
の
を

使
っ
て
楽
器
を
生
み
出
し
た
。

19

序章●音楽とは何か？

原始から古代にかけて、音楽は呪術的性格が強く、新石器時代、楽器
は霊魂を降下させたり、豊作を祈るまじないのために使われていた。

はみだし

定義の諸説�

神話や伝説�

音楽は、神々から人間に授
けられたもの。�
歌い手は預言者であり、音
楽は魔力を持つ。�

ジャン･ジャック･ルソー�

ハーバート･スペンサー�

音楽は、話し言葉から生ま
れたもので、それは強調さ
れた言葉。�

チャールズ･ダーウィン�

音楽は、異性を求め、誘う行
為。�

カール･ビュッヒャー�

音楽は、共同作業を容易に
するための手段。�

カール・シュトゥンプ�

音によるコミュニケーショ
ンの手段。�

カール・グロース�

遊戯衝動のひとつ。�



ク
ラ
シ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
を
辞
書
で
引
く
と
、「
古
典
的

な
」
あ
る
い
は
「
由
緒
あ
る
（
正
統
派
の
）」
と
書
い
て
あ

る
。
ま
た
、C

lassic
M
usic

はPopular
M
usic

＝
通
俗

音
楽
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

明
治
以
降
の
日
本
で
は
、「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
」
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
と
く
に
１
６
０
０
年
以
降
の
音
楽
と
し
て
使
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
音
楽
の
ほ
か
に
も
、
古

代
か
ら
、
世
界
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
の
音
楽
が
存
在
し

て
い
た
。
そ
し
て
、
長
い
歴
史
の
中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
音

楽
自
体
も
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
と
交
じ
り
合
い
、
今
の
形
へ
と

変
わ
っ
て
き
た
の
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
音
楽
を
、
私
た

ち
は
「
民
族
音
楽
」
と
呼
ん
で
区
別
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で

は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
一
部
と
し
て
簡
単
に
見
て
み
よ
う
。

古
代
四
大
文
明
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
エ
ジ
プ
ト
、

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
（
チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
）、
イ
ン
ド
、

中
国
で
あ
る
。
文
明
が
発
達
し
、
安
定
し
て
い
た
地
域
で
は
、

文
化
が
育
ま
れ
る
可
能
性
も
大
き
く
な
り
、
周
辺
に
は
高
度

な
音
楽
文
化
や
独
特
の
音
楽
理
論
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

エ
ジ
プ
ト
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
の
生
ま
れ
た
オ
リ
エ
ン

ト
の
地
域
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
音
楽
、
ア
ラ
ブ
音
楽
、
イ
ラ
ン

の
ペ
ル
シ
ア
音
楽
、
そ
し
て
華
や
か
な
軍
楽
で
知
ら
れ
る
ト

ル
コ
音
楽
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
地
域
の
音
楽
は
、
ギ
リ
シ

ア
・
ロ
ー
マ
の
音
楽
と
の
関
わ
り
も
深
く
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

や
ピ
ア
ノ
の
祖
先
と
な
る
楽
器
が
あ
る
な
ど
、
現
在
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
も
、
大
き
な
影
響
を
与
え
て

文
明
発
生
地
域
の
近
く
で
は
音
楽
も
発
達
？

世
界
各
地
に
広
が
る
高
度
な
音
楽
文
化

20

エ
ジ
プ
ト
、
ア
ラ
ブ
、
ペ
ル
シ
ア
、
ト
ル
コ
な
ど
の
イ
ス

ラ
ム
地
域
を
初
め
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
に
は
独
自
の
音
楽
理
論
と
実
践
方
法
が
存
在
す
る
。

古
代
文
明
の
近
く
に
は

独
自
の
伝
統
音
楽
も
発
展

◆
世
界
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽



い
る
。

ま
た
、「
ラ
ー
ガ
」
と
呼
ば
れ
る
緻
密
な
音
階
と
旋
律
型

の
理
論
を
基
本
と
す
る
イ
ン
ド
の
音
楽
は
、
世
界
の
中
で
も

類
を
み
な
い
高
度
な
音
楽
理
論
と
実
践
の
体
系
を
持
っ
て
い

る
。
日
本
の
文
化
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
中
国
で
も
、

古
代
か
ら
楽
舞
を
含
め
、
音
楽
が
盛
ん
だ
っ
た
。
そ
の
歴
史

は
、
殷
（
商
）
の
時
代
く
ら
い
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
、
四
大
文
明
の
地
域
か
ら
は
少
し
外
れ
る
が
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
、
伝
統
芸
能
の
豊
か
な
国
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。

多
く
の
島
々
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
芸
能
文
化
が
あ
り
、

と
く
に
、
バ
リ
島
は
、
四
国
の
３
分
の
１
ほ
ど
の
大
き
さ
で

あ
り
な
が
ら
、
数
多
く
の
高
度
な
芸
能
を
有
し
て
い
る
。
夜
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
寺
院
の
前
で
、
車
座
に
な
っ
た
男
性
合
唱

の
掛
け
声
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
か
ら
伝
わ
っ
た
古
代
叙
事
詩

『
ラ
ー
マ
ヤ
ナ
』
を
演
ず
る
「
ケ
チ
ャ
」
や
、
善
悪
を
象
徴

す
る
２
つ
の
獅
子
が
戦
う
舞
踊
劇
「
バ
ロ
ン
」
な
ど
が
代
表

的
だ
。「
バ
ロ
ン
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
打
楽
器
を
中
心
と
す
る

「
ガ
ム
ラ
ン
」
が
伴
奏
に
な
っ
て
い
る
。
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序章●音楽とは何か？

中国・殷（商）の時代の甲骨文字では「舞」と「巫」の源は同一文字。
舞踊と祭祀は密接な関係があり、また音楽と舞踊も切り離せない関係
だった。

はみだし

古代四大文明と音楽文化�

ガムランを初め、
伝統芸能の宝庫イ
ンドネシア。�

メソポタミア。前4000年頃
にはシュメール人が定住。リ
ラ（弦楽器）は彼らの国民楽器。�

インダス川流域の古代インド。ヴ
ェーダの祭祀音楽から発展。ラ
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小
学
校
の
音
楽
の
教
科
書
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
伝

統
音
楽
を
別
に
す
る
と
、
現
在
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
は
も
と

よ
り
民
謡
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
な
ど
多
く
の
音
楽
を
記
譜
す

る
の
に
「
五
線
譜
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

五
線
譜
と
は
、
そ
の
名
称
の
と
お
り
、
５
本
１
組
の
平
行

線
を
使
っ
て
音
の
高
低
を
表
し
た
楽
譜
の
こ
と
で
、
17
世
紀

以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
記
譜
法
の
中
心
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
た
だ
五
線
の
上
に
書
か
れ
た
だ
け
で
は
、
基
準

に
な
る
音
が
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の
が
「
音

部
記
号
」
で
あ
る
。
五
線
の
中
で
、
ど
の
音
を
基
準
に
す
る

か
を
示
す
記
号
で
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
ト
の
音
を
基

準
に
す
る
ト
音
記
号
（
別
名
＝
高
音
部
記
号
、
バ
イ
オ
リ
ン

記
号
）
と
、
ヘ
の
音
を
基
準
に
す
る
ヘ
音
記
号
（
別
名
＝
低

音
部
記
号
、
バ
ス
記
号
）
だ
。

こ
れ
以
外
に
も
ソ
プ
ラ
ノ
記
号
、
テ
ノ
ー
ル
記
号
、
ア
ル

ト
記
号
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
音
部
記
号
は
、
楽
譜
の
い
ち
ば

ん
最
初
に
記
さ
れ
て
い
る
。

次
に
示
さ
れ
る
の
が
、「
調
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
曲
の
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
決
め
る
も
の
と
い
え
る
。
調
に
よ
っ
て
、
♯

（
シ
ャ
ー
プ
。
音
を
半
音
上
げ
る
）
あ
る
い
は
♭
（
フ
ラ
ッ

ト
。
音
を
半
音
下
げ
る
）
が
最
大
７
個
ま
で
付
く
。
♯
も
♭

も
付
か
な
い
場
合
も
あ
る
（
こ
れ
が
ハ
長
調
あ
る
い
は
イ
短

調
で
あ
る
）
が
、
♯
と
♭
が
交
じ
る
こ
と
は
な
い
。

そ
の
後
、
リ
ズ
ム
を
作
っ
て
い
く
拍
子
が
、
２
つ
の
数
字

で
示
さ
れ
、
こ
れ
は
拍
子
記
号
と
呼
ば
れ
る
。
３｜４
や
２｜２

な
ど
で
あ
る
。
下
が
そ
の
曲
で
基
本
と
な
る
音
符
の
長
さ
、

楽
譜
の
初
め
に
基
本
情
報
は
す
べ
て
揃
っ
て
い
る

音
の
高
低
を
示
す
た
め
に
考
え
ら
れ
た

22

ど
の
よ
う
な
速
さ
で
、
ど
の
よ
う
に
演
奏
す
る
の
か
？

曲
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
リ
ズ
ム
は
何
か
？
　
曲
の
初
め
に
そ

の
曲
の
基
本
的
な
情
報
が
、
す
べ
て
明
示
さ
れ
て
い
る
。

楽
譜
は
、
作
曲
家
が
演
奏
家
に

音
楽
を
伝
え
る
た
め
の
設
計
図

◆
楽
譜
の
読
み
方



上
が
１
小
節
の
中
で
の
基
本
の
音
符
の
数
を
表
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
よ
く
使
う
４｜４
に
は

と
記
号
で
書
く
方
法
も

あ
る
。
以
上
の
音
部
記
号
、
調
号
、
拍
子
記
号
は
す
べ
て
五

線
譜
内
に
書
か
れ
、
こ
の
３
つ
が
明
記
さ
れ
た
後
、
曲
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。

ま
た
、
こ
の
基
本
情
報
以
外
に
、
曲
の
速
さ
や
曲
の
イ
メ

ー
ジ
が
五
線
譜
の
上
に
書
か
れ
て
い
る
。
速
さ
の
示
し
方
は
、

「A
ndante

（
ア
ン
ダ
ン
テ
。
歩
く
よ
う
な
速
さ
で
）」
と
い

う
よ
う
に
言
葉
で
書
か
れ
る
場
合
と
基
本
音
符
が
１
分
間
に

奏
す
る
べ
き
拍
の
数
で
示
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

例
え
ば
、
♪
＝
60
は
「
八
分
音
符
が
１
分
間
に
60
回
奏
さ

れ
る
速
さ
で
演
奏
す
る
」
を
意
味
し
て
い
る
。
曲
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
こ
の
例
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、「appassionato

」

（
熱
情
的
に
）
や
「dolce

」（
柔
ら
か
に
・
愛
ら
し
く
）
な

ど
の
よ
う
に
イ
タ
リ
ア
語
で
、
速
度
記
号
と
並
ん
で
標
記
さ

れ
る
。

ま
さ
に
楽
譜
は
、
曲
の
基
本
構
成
や
、
作
曲
家
が
意
図
す

る
曲
の
イ
メ
ー
ジ
や
演
奏
の
仕
方
を
演
奏
家
に
伝
え
る
音
楽

の
設
計
図
の
よ
う
な
も
の
と
い
え
る
。

�
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序章●音楽とは何か？

曲の途中で速さを変えるためには、変わり目になる小節線を２重線
（複縦線）にして、その上に速さを指示すればOK。

はみだし

楽譜の基本的な情報�

音部記号� 拍子記号�

調号�

ト音記号�

ヘ音記号�

シャープ�

フラット�

4分の4拍子�

2分の2拍子�

フォルテ�

ピアノ�

音部記号� 調　号� 拍子記号� 強弱記号�

=60

お も な 記 号�



音
楽
は
何
か
ら
で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
　
音
楽
の
基

本
構
成
要
素
を
メ
ロ
デ
ィ
（
旋
律
）、
リ
ズ
ム
（
律
動
）、
ハ

ー
モ
ニ
ー
（
和
声
）
の
３
つ
と
す
る
の
は
、
近
代
西
洋
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
考
え
方
で
あ
る
。
世
界
の
伝
統
音
楽
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
音
の
捉
え
方
や
感
覚
が
あ
る
。
一
般
的
に
、

西
洋
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
は
、
明
快
な
音
、
は
っ
き
り
と
し

た
曲
の
構
成
を
好
み
、
そ
れ
に
対
し
て
東
洋
の
音
楽
は
、
微

妙
な
音
、
即
興
性
の
強
い
曲
を
好
む
よ
う
だ
。

１
オ
ク
タ
ー
ブ
の
中
に
、
人
が
音
の
差
を
認
識
で
き
、
使

え
る
音
は
24
か
ら
48
く
ら
い
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
実
際
の
音
楽
で
は
、
限
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
音
が
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
西
洋
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
場

合
は
７
個
。
そ
の
音
を
並
べ
て
み
る
と
１
つ
の
秩
序
が
あ
る
。

こ
の
一
定
の
秩
序
は
、
隣
り
合
う
２
つ
の
音
の
高
さ
の
隔
た

り
（
こ
れ
を
音
程
関
係
と
い
う
）
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
１
オ
ク
タ
ー
ブ
内
の
音
の
並
び
方
が
「
音
階
」
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
音
階
を
構
成
す
る
音
程
に
は
、「
全
音
」
と
「
半

音
」
の
２
種
類
が
あ
る
。
鍵
盤
を
見
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、

２
つ
の
音
の
隔
た
り
に
、
全
音
は
黒
鍵
を
は
さ
ん
で
い
る
が
、

半
音
は
間
に
黒
鍵
を
は
さ
ま
な
い
。

近
代
西
洋
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
７
音
音
階
は
、
５
つ
の

全
音
と
２
つ
の
半
音
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
第

３
音
と
第
４
音
の
間
、
第
７
音
と
第
８
音
の
間
が
半
音
に
な

っ
て
い
る
も
の
を
「
長
音
階
」
と
呼
び
、
こ
の
音
階
の
並
び

順
が
長
調
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
『
サ
ウ

ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』
の
『
ド
レ
ミ
の
歌
』
で
歌

わ
れ
て
い
く
ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ
ラ
シ
ド
（
ド
〜
は
、
ド
ー
ナ
ツ

の
ド
！
　
レ
〜
は
レ
モ
ン
の
レ
〜
…
…
）。
こ
れ
が
音
階
で

西
洋
の
音
階
の
基
本
は
７
音
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中
世
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
に
か
け
て
教
会
で
使
わ
れ
て
い
た

音
階
を
基
本
に
し
た
西
洋
で
は
７
音
音
階
が
多
く
、
東
洋

の
伝
統
音
楽
や
民
謡
で
は
５
音
音
階
が
多
い
。

西
洋
で
は
７
音
、

東
洋
で
は
５
音
の
音
階
が
多
い

◆
音
程
と
音
階



あ
る
。
ド
＝
ハ
か
ら
始
ま
る
こ
の
歌
は
、
つ
ま
り
ハ
長
調
の

音
階
だ
。

一
方
、「
短
音
階
」
は
、
第
２
音
と
第
３
音
の
間
が
半
音

に
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
耳
に
明
る
い
感
じ
で
響
く
長
音
階

に
比
べ
、
や

や
暗
い
感
じ

が
す
る
。
長

音
階
で
は
上

行
・
下
行
形

と
も
音
は
変

化
し
な
い
が
、

短
音
階
の
場

合
は
、
上
行

と
下
行
の
音

が
変
わ
る
こ

と
が
あ
る
。

長
音
階
、

短
音
階
と
も
、

中
世
か
ら
ル

ネ
サ
ン
ス
の
時
代
に
か
け
て
、
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
用
い
ら

れ
て
い
た
「
教
会
旋
法
」
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
ち

な
み
に
、
こ
の
ほ
か
、
全
音
だ
け
で
で
き
て
い
る
６
音
音
階

や
す
べ
て
半
音
で
で
き
て
い
る
12
音
音
階
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
西
洋
の
７
音
音
階
以
外
に
も
、
５
音
音
階
が

世
界
各
地
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
と
く
に
、
日
本
や
中
国

な
ど
の
東
洋
で
は
、
５
音
の
音
階
（
ペ
ン
タ
ト
ニ
ッ
ク
と
呼

ぶ
）
が
主
流
だ
。
わ
ら
べ
歌
や
民
謡
の
ほ
か
、
近
年
、
歌
謡

曲
の
分
野
で
も
流
行
し
て
い
る
沖
縄
の
唄
な
ど
も
５
音
音
階

を
基
本
に
し
て
お
り
、
こ
の
音
階
で
創
ら
れ
た
歌
は
な
ぜ
か

私
た
ち
日
本
人
の
郷
愁
を
誘
う
よ
う
だ
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ガ
ム
ラ
ン
音
楽
に
は
、
日
本
の
都
節

み
や
こ
ぶ
し

音
階
や
沖
縄
音
階
に
近
い
音
階
も
あ
る
。
ま
た
、
西
ア
ジ
ア

地
域
で
は
、
西
洋
の
半
音
よ
り
も
微
小
な
音
程
を
基
本
単
位

と
し
た
音
階
が
考
え
ら
れ
て
い
て
、
ペ
ル
シ
ア
で
は

音

が
基
本
単
位
と
な
っ
て
い
た
り
、
ト
ル
コ
に
お
い
て
は
１
音

を
９
等
分
す
る

音
な
ど
も
使
わ
れ
て
い
る
。

91/

41/

西
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
微
小
単
位
の
音
を
使
う
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序章●音楽とは何か？

教科書に出てくる学校唱歌の音階では、７音音階から第４音と第７音
を抜いた５音で創られていることが多く、これを「四七

ヨ ナ

抜き音階」と
呼ぶ。

はみだし

長音階と短音階�

長音階� ハ長調�

短音階� ハ短調�

半音�

半音�

半音�



メ
ロ
デ
ィ
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
共
に
、
音
楽
を
創
り
上
げ
る

重
要
な
要
素
と
し
て
、
リ
ズ
ム
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
リ
ズ
ム
と
は
何
だ
ろ
う
か
？
　
例
え
ば
、
サ

イ
レ
ン
の
音
や
警
笛
が
鳴
り
響
く
の
を
聞
い
た
時
、
私
た
ち

は
そ
の
中
に
リ
ズ
ム
を
感
じ
な
い
。
し
か
し
雨
だ
れ
の
音
や

カ
ッ
コ
ウ
な
ど
の
鳴
き
声
を
聞
い
た
時
、
私
た
ち
は
な
ぜ
か

そ
こ
に
リ
ズ
ム
を
感
じ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
定
の
音
が
、
切
れ
目
が
な
く
鳴
り
響
い
て
い
る
時
、
そ

の
音
は
聞
く
人
に
時
間
の
刻
み
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
一
定
の

音
が
何
回
か
に
分
か
れ
て
聞
こ
え
た
り
、
長
短
、
高
低
、
強

弱
、
音
質
の
変
化
な
ど
が
あ
る
時
、
私
た
ち
は
そ
こ
に
時
間

の
刻
み
や
経
過
を
感
じ
る
。
こ
の
刻
み
が
リ
ズ
ム
に
な
る
の

で
あ
る
。

西
洋
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
リ

ズ
ム
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
ま
っ
た
く
秩
序
な
く

使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
一
定
の
時
間
ご
と
に
刻
ま
れ

て
い
く
単
位
に
の
っ
て
、
音
楽
の
リ
ズ
ム
は
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
単
位
を
「
拍
」
と
呼
ぶ
。
大
勢
集
ま
っ
て
音
楽
を

聞
く
と
、
私
た
ち
は
手
拍
子
を
打
つ
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
、

な
ぜ
か
み
ん
な
同
じ
刻
み
で
手
を
打
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
が
「
拍
」
と
い
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
１
拍
の
刻
み
は
長
す
ぎ
て
も
短
す
ぎ
て
も
、

私
た
ち
は
う
ま
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
普
通
、
音
楽

で
使
わ
れ
る
１
拍
の
長
さ
は
、
０
・
２
秒
か
ら
１
・
５
秒
と

い
わ
れ
て
い
る
。
０
・
２
秒
の
刻
み
と
い
え
ば
、
１
分
間
に

約
３
０
０
と
い
う
か
な
り
速
い
も
の
で
、
１
・
５
秒
と
い
え

リ
ズ
ム
に
秩
序
を
与
え
る
拍
と
拍
子

時
間
の
刻
み
を
感
じ
る
と
こ
ろ
に

リ
ズ
ム
が
あ
る

26

強
拍
と
弱
拍
の
周
期
的
な
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
リ
ズ
ム
は

明
確
に
な
る
。
世
界
各
地
で
見
ら
れ
る
２
拍
子
は
、
人
間

の
歩
行
の
リ
ズ
ム
と
同
じ
で
、
最
も
基
本
的
な
拍
子
。

人
間
の
身
体
の
動
き
や
心
理
に
も

リ
ズ
ム
は
深
く
関
わ
っ
て
い
る

◆
リ
ズ
ム
と
拍
子



ば
、
１
分
間
に

約
40
。
疲
れ
果

て
て
と
ぼ
と
ぼ

と
歩
い
て
い
る

時
の
速
さ
く
ら

い
と
い
う
。

そ
し
て
拍
に

の
っ
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
、

リ
ズ
ム
に
は
秩

序
が
生
ま
れ
て

く
る
が
、
そ
れ

を
よ
り
全
体
的

に
ま
と
め
る
の

が
「
拍
子
」
で

あ
る
。
拍
子
は
、

周
期
的
に
力
点

の
あ
る
拍
を
置

く
こ
と
に
よ
っ

て
、
拍
の
刻
み
を
整
理
し
統
合
す
る
。
こ
の
力
点
の
あ
る
拍

が
「
強
拍
」
で
あ
り
、
そ
の
他
の
拍
は
「
弱
拍
」
と
な
る
。

強
拍
と
弱
拍
の
規
則
的
な
交
代
に
よ
っ
て
、
音
楽
の
リ
ズ
ム

は
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
く
。
多
く
の
場
合
、
第
１
拍
目
が

強
拍
で
あ
る
。

拍
子
の
種
類
は
、
１
拍
に
数
え
る
基
本
の
音
符
（
単
位
音

符
）
の
１
小
節
内
に
あ
る
数
に
よ
っ
て
、
２
拍
子
、
３
拍
子
、

４
拍
子
と
呼
ば
れ
て
い
く
。
拍
子
は
分
数
の
形
で
書
き
表
さ

れ
、
分
母
に
単
位
音
符
の
種
類
、
分
子
に
１
小
節
内
の
単
位

音
符
の
数
が
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
２
｜
４
拍
子
と
は
、
単

位
音
符
は
４
分
音
符
で
、
１
小
節
に
は
４
分
音
符
が
２
つ
ず

つ
出
て
く
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
２
拍
子
は
１
個
の
強
拍

と
１
個
の
弱
拍
か
ら
構
成
さ
れ
、
人
間
の
歩
行
や
身
体
的
な

リ
ズ
ム
に
近
く
、
あ
ら
ゆ
る
拍
子
の
中
で
最
も
基
本
的
な
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
タ
ン
ゴ
や
ポ
ル
カ
な
ど
数
多
く
の
舞
曲

が
２
拍
子
で
、
東
洋
諸
国
の
多
く
の
地
域
に
も
２
拍
子
は
広

が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ワ
ル
ツ
な
ど
で
有
名
な
３
拍
子
は
、

西
洋
で
は
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
や
中
国
で
は
ほ
と

ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
。
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序章●音楽とは何か？

東洋の音楽はあいまいなリズムを好むため、日本やインドの音楽など
を、西洋の五線譜を使って正確に書き表すことはほとんど不可能だ。

はみだし

拍子とリズム 

2・4拍子系 3拍子系 

単純拍子 

 

複合拍子 

混合拍子 

拍子の種類 
2 
2

2 
4

4 
4

6 
8

3 
4

3 
8

9 
8

5 
4

2 
4

2 
4

2 
4

2 
4

シンコペーション 

弱起のリズム 

拍子 

拍節的でないリズム 

普通のリズム 

1 2 1 2



四七抜きと二六抜き。
歌謡曲が好んだ音階

お も し ろ 音 楽 雑 学
C O L U M N
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世
界
各
地
に
広
く
分
布
す
る
の
は
、

近
代
西
洋
の
７
音
音
階
で
は
な
く
、

実
は
５
音
音
階
の
ほ
う
だ
。
そ
し
て

日
本
も
５
音
音
階
を
主
流
と
す
る
音

階
を
持
つ
国
の
仲
間
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
平
成
の
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、

日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
ほ
と
ん
ど

感
じ
さ
せ
な
い
、
あ
る
い
は
無
視
し

た
メ
ロ
デ
ィ
や
、
ラ
ッ
プ
や
レ
ゲ
エ

感
覚
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
た
新
し
い
音

楽
も
増
え
て
き
た
。

し
か
し
、
明
治
維
新
以
降
、
音
楽

教
育
の
中
で
も
、
ど
ん
ど
ん
西
洋
の

音
楽
を
取
り
入
れ
て
き
た
の
に
、
５

音
音
階
の
影
響
は
、
唱
歌
や
童
謡
、

歌
謡
曲
な
ど
の
中
に
長
い
間
、
色
濃

く
影
を
落
と
し
て
い
た
。

そ
の
わ
か
り
や
す
い
例
の
１
つ
が
、

日
本
の
歌
謡
曲
に
見
ら
れ
る
「
四
七

７
音
よ
り
も
５
音
で
で
き
た

音
階
に
な
じ
む
日
本
人

抜
き
長
音
階
」
と
「
二
六
抜
き
短
音

階
」
だ
。
１
９
８
０
年
代
に
、
民
族

音
楽
学
者
と
し
て
有
名
な
故
小
泉
文

夫
氏
が
い
く
つ
か
の
著
書
の
中
で
紹

介
し
て
い
る
。

四
七
抜
き
と
は
、
７
音
音
階
の
４

つ
目
と
７
つ
目
の
音
を
抜
い
た
音
階
。

つ
ま
り
、
ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ
ラ
シ
ド
の

音
階
で
い
え
ば
、
フ
ァ
と
シ
を
抜
い

た
ド
レ
ミ
ソ
ラ
の
音
を
使
っ
て
曲
が

で
き
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
か
つ
て
一
世
を
風
靡
し

た
『
ス
ー
ダ
ラ
節
』
や
１
９
６
５
年

の
レ
コ
ー
ド
大
賞
を
と
っ
た
美
空
ひ

ば
り
の
『
柔
』、
三
波
春
夫
の
『
東

京
五
輪
音
頭
』、
森
進
一
の
『
港
町

ブ
ル
ー
ス
』、
二
葉
あ
き
子
の
『
岸

壁
の
母
』
な
ど
、
数
多
く
の
演
歌
が

こ
の
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
。

四
七
抜
き
は
、
演
歌
に
圧

倒
的
に
多
い
ス
タ
イ
ル
だ

ま
た
、
若
干
の
例
外
は
あ
る
も
の

の
、
す
き
や
き
ソ
ン
グ
と
し
て
有
名

な
『
上
を
向
い
て
歩
こ
う
』
や
、
か

つ
て
子
ど
も
に
人
気
が
あ
っ
た
オ
バ

Ｑ
の
主
題
歌
『
オ
バ
ケ
の
Ｑ
太
郎
』、

フ
ィ
ン
ガ
ー
５
の
『
学
園
天
国
』
な

ど
少
し
モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
の
曲
も
四

七
抜
き
の
音
階
を
基
本
に
し
て
い
る
。

小
学
校
の
卒
業
式
に
は
欠
か
せ
な
い
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
『
蛍
の
光
』

も
実
は
、
四
七
抜
き
音
階
で
で
き
て

い
る
曲
だ
。

一
方
、「
二
六
抜
き
短
音
階
」
は
、

二
（
レ
）
と
六
（
ラ
）
の
音
を
抜
い

た
音
階
で
、
こ
ち
ら
も
演
歌
だ
け
で

は
な
く
ポ
ッ
プ
ス
調
の
曲
も
多
い
。

古
く
な
る
が
、
美
空
ひ
ば
り
の
『
リ

ン
ゴ
追
分
』、
五
木
ひ
ろ
し
の
『
夜

空
』
の
ほ
か
、
ピ
ン
ク
・
レ
デ
ィ
の

『
ペ
ッ
パ
ー
警
部
』、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

ズ
の
『
春
一
番
』
な
ど
も
こ
の
ス
タ

イ
ル
の
曲
で
あ
る
。




